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関東平野北西部に位置する前橋堆積盆地には、浅間火山や榛名火山からもたらされた後期更新世から完新世のテフラ

や火山灰土が堆積 している。これらは下位より関東ローム層の中部ローム層、上部ローム層及び黒土層に区分される。

利根川が形成 した扇状地には河成堆積物や火山噴出物が堆積し、それらは下位より前橋砂礫層、前橋岩なだれ堆積物、

元利根川礫層、陣場岩なだれ堆積物、広瀬川礫層、前橋泥炭層、高崎泥流堆積物、行幸田岩なだれ堆積物、徳丸ラハー

ル堆積物、総社砂層、前橋台地層に区分される。

扇状地を構成する上部更新統から完新統は、火山活動や気候変動の影響を強 く受けて形成された。その成因は氷期に

起きた火山活動による植生破壊 と気候の温暖化や湿潤化によるものである。

利根川流域を領域とした旧石器人や縄文人は、河川と火山麓の森林がもたらす食糧資源を獲得することで生活範囲を

拡大した。後氷期の扇状地の形成は、それらの生活基盤を左右したので遺跡数の増減と気候変化に相関が生まれた。
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1.は じめに

関東平野北西部の利根川流域は、関東山地ゃ足尾山地

の古期岩類からなる山塊とその周縁に分布する新第二系

の丘陵及び中期から後期更新世の火山活動で形成された

火山に囲まれている。新生界の地層群は中古生界からな

る古期岩類に対して、地溝状 もしくは盆状の構造を呈し

ている。かつて新井 (1965)は、この地域に第二紀末

の火山構造性陥没を提唱し、この構造運動を関東造盆地

と切 り離して考えた。野村 (1977)`よ 、盆状の地質構

造を内陸盆地の一部として捉え、これを前橋堆積盆地 と

呼んだ。

新井 (1962)、 関東ローム研究グループ (1965)や

新井 (1968)は、関東平野北西部の第四系の層序学的

研究を行い、利根川流域で初めて包括的な第四系の編年

を確立 した。また早田 (1990)、 早田 (2000b)、 早田

(2008)は 、この地域の地形発達史と第四系の編年を行

い、利根川流域の地形群を利根川扇状地 と呼称した。竹

本 (2008b)`よ 、利根川中流から上流域の段丘を中心

に火山性コントロール地形発達史の観点から関東平野北

西部の第四系の編年をまとめた。

関東平野北西部の第四紀研究は、関東ロームの総合研

究以後に著しい進展をとげた。これらの研究は、人口密

度の高い都市部や海岸地域を対象とした南関東地域の研

究水準と遜色ないものであつた。それは、この地域で日

本列島に初めて旧石器文化の存在が認められ、関東ロー

ム層の研究と相まつて編年研究が進んだこと(相沢 1957)

である。また、火山とその噴出物の層序が解明されたこ

と、例えば守屋 (1968)、 荒牧 (1968)、 早川 (1983)、

大島 (1986)、 守屋 (1986)、 鈴木 (1991)、 鈴木

(2000)、 早田 (2000a)な どが挙げられる。

新井 (1979)に よる縄文時代以降の指標テフラや竹

本・久保 (1995)の総括的なテフラ研究は、この地域

の第四系を火山灰層序学により高精度の編年網で括るこ

とに成功 した。テ フラの年代測定 に関す る研究 は、

1960年 代より浅間火山の噴出物を中心に進められ、中

村ほか (1997)や 辻ほか (2004)|こ より総括 されて

いる。

本論文では、新井 (1962)に はじまる関東平野北西

部、特に前橋堆積盆地の上部更新統から完新統について

概要を述べその問題点を議論する。また、この地域の遺

跡と第四系に関わる問題について論じた。

2.火山灰土とテフラ層序の問題

関東平野北西部に分布する火山灰土は、岩宿遺跡の発

見により認識され、層序区分が行われた (杉原 1956)。

それらは下位より金毘羅山角礫質粘土層、岩宿晴褐色粘

土層、阿左見黄褐色細粒砂層からなる関東ローム層と笠

懸腐食表土層からなる。関東平野北西部の利根川流域に
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分布する後期更新世から完新世の火山灰上の層序は、久

保・新井 (1955)や 新井 (1956)が 明らかにし、関東

ローム層の一部である下部ローム層、中部ローム層、上

部ローム層 (新井 1962)と 黒土層 (新井 1979)に 区分

された。

(1)中部ローム層と上部ローム層の層序区分

新井 (1962)は、上部ローム層 と中部ローム層の境

界を板鼻褐色浮石層の下位に普遍的にみられる晴色帯上

面におき、その岩相的特徴が上部ローム層は複輝石安山

岩質であり、中部ローム層は角閃石に富むことを上げた。

その後、町田・新井 (1976)`よ 、赤城火山南麓で広域

テフラの始良Tnテ フラの対比を行い、その降下層準を

中部ローム層最上位の暗色帯上部においた。

森山 (1971)は、板鼻褐色浮石層の下位にクラック

帯を認め、クラック帯上面を上部ローム層と中部ローム

層の境界とした。またクラック帯の下位にみられるテフ

ラを室田浮石層と命名 し中部ローム層に含めた。

上杉ほか (1983)は、室田軽石下位の黒色帯上面に

上部ローム層と中部ローム層の境界を認めた。また中部

ローム層最上部のAT層 準の下位に斜交層準を認め、中

部ローム層最上部の黒色帯の下限と推定 した。

矢口 (1999a)は 、群馬県北西部のローム層の層序

区分を行い、浅間板鼻褐色軽石層、浅間室田軽石層、姶

良Tn火 山灰層を上部ローム層に含め、AT層準下位の風

化帯上面を上部ローム層 と中部ローム層の境界 とした。

またその岩相的特徴に上部ローム層は複輝石安山岩質で

あること、中部ローム層は角閃石安山岩質であることを

あげた。

関口 (2008)は、大間々扇状地桐原面の大上遺跡の

ローム層の区分を行い、As― BP G「oupを 挟在する黄褐

色ローム層の 5層、As― MP、 ATを挟在する褐色ローム

層の6層、灰黄褐色軟質ローム層の 7層、暗褐色軟質ロ

ーム層 (暗色帯)の 8層 に区分した。関日の層序区分は、

中部ローム層から上部ローム層において、更なる細分化

を進めたが、従前の関東ローム層の層序区分方法を踏襲

しなかったことは残念である。

県内の関東ローム層は、新井 (1962)、 関東ローム研

究グループ (1965)や 新井 (1971b)に より層序区分

が行われた。関東ローム層の起源は、火山灰土の堆積物

としての供給源を一次的な火山噴出物に求めた。また火

山活動の休上期を示す暗色帯～亀裂帯 (ク ラック帯)や
不整合関係を重視 して、火山灰土と地形面の被覆関係を

考慮に入れて層序区分がなされた。新井 (1962)は 、

上部ローム層中の浮石層 と火山灰上の層厚を明らかに

し、浮石層が給源から離れるにつれ層厚を変化させるの

に対 し、火山灰質な細粒部は層厚に変化がないことを明

らかにした。

ところが中村 (1970)や早川 (1991b)、 早川 (1995a)



は、ローム層が火山からの一次的な噴出物ではなく、火

山周辺に堆積 した火山噴出物を起源 とする風塵であると

述べた。また火山灰土は、火山の体止期に関係なく一定

の速度で堆積す ることを明 らかに した。鈴木・早川

(1990)は 、県内のテフラの年代をこうした観点で論じ、

矢回 (1999)も このような考え方を追認した。しかし、

このような事情で近年は関東ローム研究グループが提唱

した火山灰土を火山の体止期で区分する層序区分方法の

前提が覆 り、火山灰土そのものの層序に関する研究が著

しく減少 した。早田 (1990)や竹本・久保 (1995)

のテフラ研究では関東ローム層の区分に関する論述が消

えた。

(2)中部ローム層のテフラ

榛名八崎テフラ [H「‐HP]は、原田 (1943)の赤城

南台浮石の分布を訂正し、新井 (1962)が 定義 (新称)

した。本テフラは、榛名火山の山頂カルデラを給源とし

自川火砕流堆積物 (新井 1962)、 榛名軽石流堆積物 (森

山1971)室 田軽石流 (大 島1986)を伴うテフラである。

前橋市の富田下大日遺跡では、軽石質火山礫からなるテ

フラの上位に火山灰層が認められ、自川火砕流堆積物の

サーマルから発生 した降下火山灰であると考えられる。

赤城鹿沼テフラ [Ak―KP]は、新井 (1962)が呼ん

だ赤城火山の山頂カルデラから噴出した大規模なプリニ

ー式軽石である。火山の東麓から大平洋岸まで広 く分布

し、「鹿沼土」の名前で知られている。噴出量の規模が

大きい割に火砕流などの堆積物は伴わない。

榛名御陰テフラ [H「 Mg]`よ 、新井・矢口 (1994)

が呼んだ榛名八崎テフラと榛名中郷テフラ間にみられる

スコリア質火山礫の薄層である。榛名東麓にのみ確認さ

れ、竹本 (2008b)`ま 同様の榛名火山起源の火山礫層

を複数枚認め、本テフラを御陰火山礫層-1と 呼んだ。

榛名三原田テフラ [HMP]`よ、竹本 (1985)が 三原

田軽石と呼んだ。その後に早田 (1989)`ま 榛名八崎火

山灰 [HA]、 新井 (1989)は八崎火山灰 [HA]、 新

井・矢口 (1994)|ま榛名中郷テフラ [Hr― Ng]、 早川

(1995b)の榛名勝保沢テフラ、早田 (1996)は 榛名箱

田テフラ [Hr― HA]と 呼んだ。本テフラは榛名火山を起

源とするテフラで自川火砕流の一部の火砕流堆積物を伴

うらしく、カ ミング トン閃石が含まれるといった特徴が

ある。これは竹本 (2008b)の 荒巻火砕流にあたる。

大石・下司 (2009)は 自川火砕流堆積物に合 まれる

斜長石の屈折率の傾向から火砕流は 3種類に区分され、

そのうちの2種類は榛名八崎テフラと榛名三原田テフラ

に対応することを明らかにした。

早田 (2010)は 、榛名箱田テフラの出典を早田 (1996)

に求め、八崎火山灰 (新井 1989)の 名称使用は好まし

くないと述べた。 しか し、早田 (1996)に はテフラの

模式地や柱状図の記載及び新井 (1989)の榛名八崎火
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山灰への対比や引用がな く、 また竹本 (1985)も 引用

していない。このような点から三原田テフラにつけられ

た個々の地域的なテフラ名は、その研究史的価値を認め

ることができる。しかし、榛名箱田テフラの名称の使用

については納得しがたい。

(3)上部ローム層のテフラ

姶良Tnテ フラ [AT]は 、町田・新井 (1976)|こ よ

り発見され、上部ローム層の下底にみられる広域テフラ

である。県内では火山ガラスからなる細粒火山灰の層相

を呈し、遺跡では火山灰土を垂直方向に採取する火山灰

分析で、火山ガラスの合有層準として同定されることが

ある。

浅間室田テフラ lAs―MP]は、新井 (1962)が呼んだ

板鼻褐色浮石の一部 を分布や層相の違いか ら森山

(1971)が分離 (新称)した。

早田 (2010)は 、浅間室田テフラの使用について、

後述の浅間板鼻褐色テフラ群から分離して記載する根拠

が十分でなく、室田テフラの使用が無用な混乱を招くと

した。しかし、早田 (1995)で は、図10に浅間山テフ

ラの堆積状況を示し、板鼻褐色軽石群の最下層に室田軽

石を示した。また文中で「最も下位にある軽石は、特に

規模が大きく層相も特徴的で、As― BP Group自 体が元

より異なる噴火に由来するテフラの集合であることも考

慮して 「室田軽石 (MP、 森山、 1971)」 と特別に呼ば

れること力`ある。」としている。

このようなことから、現在ではその特徴的な層相で野

外での識別が容易である浅間室田テフラについて、何が

不都合なのか理解に苦しむところである。

なお、早田 (2010)で は、町田・新井 (2003)に 記

載されている、浅間板鼻褐色テフラ (群)の最下部が浅

間室田テフラで、下部、中部、上部の軽石の火山ガラス

の記載に関する層序について以下のとお り記述 した。

「下部と_L部 の境界は、MPを構成するフォール・ユニ

ット間に存在することがわかってきた。」これが事実で

あれば、町田・新井 (2003)が示した浅間板鼻褐色テ

フラ群のユニットの層序関係は、矛盾していることにな

る。またそのテフラの定義に掛かる問題ではなかろうか。

どのような事実や調査資料に基づいて、何がわかってき

たのかを丁寧に記述しなければ、それこそが無用な混乱

をきたす恐れがあるものと危惧している。

浅間板鼻褐色テフラ群 [As―BP]は 、新井 (1962)

により板鼻褐色浮石と呼ばれた。テフラ間には火山灰土

が挟在し、時間間隙を伴う複数のテフラから構成される。

新井 (1962)で は2層準、町田ほか (1984)で は3

層準に区分した。なお、町田・新井 (2003)で は、最

下部に浅間室田テフラを含み浅間板鼻褐色テフラ群とし

ているので、室田テフラの呼称との併用には注意が必要

である。
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浅間自糸テフラ [As―SP]は、新井 (1962)が呼んだ

板鼻褐色浮石の一部 とされ、町田ほか (1984)が定義

(新称)した。しかしその分布は、新井 (1962)の 板鼻黄

色浮石の分布範 FIlに 含まれていた可能性が極めて高い。

浅間大窪沢テフラ 1、 2[As―Okpl,As Okp2]は 、中

沢ほか (1984)、 中沢 (1989)に より命名された。上部

ローム層中の浅問自糸テフラと浅間板鼻黄色テフラの間

に薄層としてみられ青灰色の岩片が特徴的に含まれる。

浅間板鼻黄色テフラ [As―YP]は、新井 (1962)|こ よ

り板鼻黄色浮石と呼び、第 1軽石流堆積物 (荒牧 1968)、

平原火砕流堆積物 (早川2010)を伴うテフラである。

同時期の噴出物である浅間草津テフラ lAs―K]と _L位に

火山灰互層が見られる。これらの火山灰の一部は広域に

分布し [UG]と 呼ばれる。

浅問総社テフラ [As―Si]は、辻ほか (1985)が 前

橋台地でMB-3と 呼び、パ リノ・サーヴェイ株式会社

(1990)が 命名した。前橋台地周辺では上部ローム層最

上部の黒色土との漸移帯に見られる。

(4)黒色土層のテフラ

浅間宮前テフラ [As― Mm]は 、新井・矢回 (1994)

が榛名火山の水沢山溶岩末端を覆う黒色土に認められた

軽石の薄層を呼んだ。このテフラに対比される可能性が

高い藤岡軽石 [As― Fo]`よ、かつて命名されたらしいが

文献に記載が認められない。早田 (1995)は、藤岡軽

石は 「藤岡市周辺でよく見かけることができる」 とし、
「藤岡市街地での厚 さは、3 cm程度である」 とされてい

るが、柱状図は示されていない。本テフラは、浅間起源

の鉱物組成を示 し黒色土の下半部に層位があることから

縄文時代早期の年代が得られた藤岡軽石と同一のテフラ

であるらしい。

鬼界アカホヤテフラ [K―Ah]は、黒土層に薄層 とし

て認められることは希である。遺跡では、黒色土を垂直

方向に採取する火山灰分析により、火山ガラスの合有層

準として同定されることがある。

浅間六合テフラ [As― E]は、早田 (1990)が呼んだ

浅問六合 [As―Kn]テ フラである。竹本・久保 (1995)

は本テフラの上半部が北北東に分布主軸を持つ という。

荒牧 (1968)の 浅間E軽石に対比 され、前橋台地周辺

では黒色上中に軽石粒や鉱物粒が多く含まれる層準とし

て同定されることがある。

草津白根熊倉aテ フラ [Ks―Ku]は、早圧|ほ か (1988)

が熊倉a火山灰と呼び、草津 自根火山の自根火砕丘を給

源 とするテフラである。竹本・久保 (1995)`よ 、本テ

フラは自く細粒の岩片からなるという。前橋台地周辺で

は黒色土中に自色の細粒岩片が多 く含まれる層準として

同定されることがある。

浅間Dテ フラ [As― D]は、新井 (1979)が安中市松

井田町の千駄木遺跡で検出されたテフラを浅間D降下軽
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石 として命名 した。浅間火山起源のテフラ群 は荒牧

(1968)に より浅間火山束麓で記載され、新井はテフラ

をそれに対比 し、その名称を踏襲 した。新井 (1979)

の浅間Dは、荒牧 (1968)の D-1軽石に対比 した。竹

本・久保 (1995)は、南東と北東に分布主軸をもつテ

フラをD2軽石 [As― D2]と 呼び、荒牧 (1968)の D2
軽石との対比を示唆した。なお新井・矢口 (1994)は 、

前橋台地周辺に分布するD-2テ フラを吉岡テフラ [Ys]

と呼んだ。

浅間C(朝倉)テ フラ [As― C]は、山本 (1969)が

前橋台地で朝倉軽石と命名 した。新井 (1979)は、荒

牧 (1968)の C軽石に対比 し、浅間C降下軽石 [As― C]

と呼んだ。早川 (2010)は、本テフラには荒牧 (1968)

の小滝火砕流堆積物が伴うとし、それをC火砕流堆積物

と呼んだ。

榛名有馬テフラ [H「―AA]は 、町田ほか (1984)が

榛名ニ ッ岳テフラ群として命名した。降灰分布は榛名山

北東麓周辺に限られる。しかし、高崎市の宿横手三波川

遺跡では榛名ニッ岳渋川テフラの下位に見られるラハー

ル堆積物には数 ミリの角閃石軽石が含まれてお り、本テ

フラ起源の堆積物が南麓まで達したことがわかる。

榛名ニ ッ岳渋川テフラ [Hr― FA]は、新井 (1979)

がニ ッ岳降下火山灰 と呼んだ。新井 (1962)の沼尾川

旧期火砕流堆積物、新井 (1979)のニッ岳第 1軽石流堆

積物を伴うテフラである。早田 (1989)、 早田 (1993)

は本テフラ群を細分し、榛名ニ ッ岳渋川テフラ [Hr― S]

と再定義 した。

榛名ニッ岳伊香保テフラ [Hr― FP]は、新井 (1962)

がニッ岳浮石と呼び、沼尾川新期火砕流堆積物を伴うと

した。新井 (1979)は、これをニ ッ岳降下軽石として

再定義し、沼尾川新期火砕流堆積物はニ ッ岳第 2軽石流

堆積物 と呼んだ。早田 (1989)や 早田 (1993)は 本テ

フラ群を細分 し、榛名ニッ岳伊香保テフラ [H「―I]と 再

定義した。

浅間B(天仁)テ フラ 眈 s―B]は、山本 (1975)が前

橋台地で天仁軽石と呼んだ。新井 (1979)は 、荒牧

(1968)の B軽石に対比 し、浅間B降下スコリア・軽石

[As―B]と 呼んだ。本テフラには追分火砕流堆積物 (荒

牧 1968)が伴う。ttrn7粕 川テフラ [As―Ks]は 、新井

(1979)の 浅間B降 下ス コ リア ・軽石の上部 を早 田

(1995)が分離 し、命名したテフラである。早川 (2010)

は、これをB軽石上部と呼んだ。

(5)テ フラの命名に関わる問題

町田・新井 (2003)は、テフラの名称はテフラを使

う各研究分野の慣習を反映したもので、それぞれ何らか

の利点と欠点を含んでいるとしている。また、テフラの

名前は給源火山の名称と模式的な分布地の地名を併記 し

た二重命名法を原則とし、旧名を括弧内にとどめてお く



こと。問題があまりない場合には、すでに記載された名

称を尊重することを提唱した。これらはテフラ研究に関

する混乱を回避する点で必要な原則だと思われることな

どで、なおさら述べることはない。

しかし、今後のテフラ研究において注意する点がある

とすれば以下の点ではないだろうか。曖昧な資料でテフ

ラに名称をつけない。必ず模式地の図示及び柱状図を明

示する。新たにテフラの名称をつける場合は、隣接地域

の地域誌等を含めた文献調査を必ず行う。刊行された報

告は別刷を作成 し、関係する研究者に積極的に配布する。

文献の引用が十分でない地域誌などの著述にあたって

は、新たなテフラの定義は避ける。発掘調査報告書を引

用する場合は、必ず記載を確認して引用する。必ず原典

を複写するなどして記載事実を確認 し文献の孫引きはじ

ないこと。などであ り研究以前の常識的な事柄が多 く含

まれている。

(6)テ フラの年代

関東平野北西部の利根川流域のテフラの編年は、新井

(1962)に 女台まり、 新井 (1979)、  早田 (1990)、  新井

(1993)、 竹本・久保 (1995)、 早IJ(1996)|こ よって

進められた。また、浅間火山起源のテフラの放射性炭素

年代は、中村ほか (1997)や 辻ほか (2004)に より明

らかにされ、最近では ド岡 (2010)に よりまとめられた。

近年、土器に付着した少量の炭化物で高精度の年代測

定が進められ、考古資料の編年と較正年代が検討されて

きた。本論文では、日立歴史民俗博物館が進めた考古資

料の較正年代 (小林2007)、 (小林2008)、 (ノ lヽ林ほか

2009)な どから想定される考古資料の暦年代中と地域

的な放射性炭素年代を検討し、テフラの暦年代を推定し

た。なお放射性炭素年代の較正は、補正が行われなかっ

た過去の資料 も概ねの年代を推定するためにOxCa14 1

を使用し、較正曲線はintca109を使用して検討 した。

榛名八崎テフラは、44,000± 4,500と 42,000±

9,000の フィッション・ トラック年代 (鈴 木 1976)が

得られ、室 [H軽石流は40,500± 3,500y BPの 放射性炭

素年代を示 した (大 島 1986)。 町 |ヨ
・新井 (2003)は 、

その年代を50千年前と推定している。

赤城鹿沼テフラは、32,000± 4,000と 31,000±

8,000の フィッション・ トラック年代値 (鈴木 1976)

が得られ、町田・新井 (2003)は 、その年代を45千年

以前と推定した。

榛名三原田テフラは、財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団 (以下、事業団と略す)の発掘による吹屋遺跡

(事 業団2007)で 32,430± 450y.BP、 荒砥北原 H遺跡

で29,780± 400y BPの放射性炭素年代が得られた。こ

の推定暦年代は、370～ 340千年前であるの

始良Tnテ フラは、24,500y.BPの 放射性炭素年代が

村山ほか (1993)に より提示され、伊勢崎市の三和工

関東平野北西部、前橋IL積盆地の 11部 更新統から完新統に関わる諸問題

業団地遺跡I遺跡 (事業団1999)で は24,970± 140y BP

の放身1性炭素年代が得られた。ATの較正年代は、28千

年前とされ、後期更新世における第一級のマスターテフ

ラと位置づけられる。

浅間室田テフラ及び浅間板鼻褐色テフラ群は、軽部

(1994)に よりBP中 音βが 19,260± 260か ら20,420±

330y.BPの放射性炭素年代が得られ、BP上位に層準が

ある前橋泥流の層位からは19,560か ら24,000y.BPの

放射性炭素年代 (中 村ほか1997)、 (下岡2010)が得

られている。これらの推定暦年代は、270～ 23.0千 年

前である。

浅間自糸テフラは中村ほか (1997)に より20,610±

260と 22,100± 260y BP、 渋川市の上 rl井西伊熊遺跡

(事業団2010)でιま17,750± 70と 20,030± 80y.BPの

放射性炭素年代値が得られた。この推定暦年代は21.0

千年前である。

浅間大窪沢テフラ 1、 2は、辻ほか (2004)に より

16,500± 440か ら16,880± 130y BPの 放射性炭素年

代が得られたのこれらの推定暦年代は20.0～ 19.0千 年

前である。

浅間板鼻黄色テフラは、ATに ついで放射性炭素年代

の測定がなされてお り、 13,040± 130～ 14,000± 230

y.BPの放射性炭素年代 (中 村ほか 1997)(下 岡2010)

が得られ、 13,600y BPに 年代が集中する。この較正年

代は170～ 16.5千 年前 と推定され、北関東における後

期更新世末のマスターテフラである。

浅間総社テフラは、 11,940± 130か ら10,090± 210

y.BPの放射性炭素年代 (中 村ほか 1997)(下 岡2010)

が得られた。これらの推定暦年代は14.0千年前である。

浅問宮前テフラは、藤岡市の上栗須寺前遺跡 (事業団

1992)で 8,190± 170y BPの 放射性炭素年代が得られ

た藤岡軽石 (古環境研究所 1992)1こ 対比される。前橋

市の上細井中島遺跡 (事業団2010)で は縄文時代早期

の撚糸文土器の包含層に層位がある。これらのことから

本テフラの推定暦年代は10.5千年前である。

鬼界アカホヤテフラは、町田・新井 (1978)|こ よっ

て約6,300y BPの 放射性炭素年代値が得 られている。

この較正年代は75千年前とされ、完新世中葉における

第一級のマスターテフラとなつている。

浅間六合テフラは、早田ほか (1988)に よって5,410±

75y BPの 放射性炭素年代が得られた。この推定暦年代

は60千年前である。

浅問Dテ フラは、小滝火砕流から4,500± 150y.BPの

放射性炭素年代が得られた (荒牧 。中村1969)。 また、

安中市松井田町の千駄本遺跡では浅間Dテ フラが、縄文

時代中期後半の加曽利E式上器包含層に挟在される (能

登 1983)。 北群馬郡吉 lrl町 の舞台遺跡 (事業団2010)

では、浅間D-2テ フラが加曽利E式上器以降の遺物包含
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層に挟在 している。これらのことから推定暦年代は50
千年前であるc

浅間C(朝倉)テ フラは、山本 (1969)力 4`世紀中頃、

尾崎 (1971)`ま A層 と呼び前橋天神山古墳の基盤のもの

として、4L紀初とした。山本 (1971)は 降下年代を

4世紀中頃としたが、山本 (1975)で は考古資料によ

り4世紀前半 とした。新井 (1979)は 山本や尾崎の年

代観をもとに4世紀前半の年代を踏襲した。

石川ほか (1979)は群馬県内の遺跡 と火山灰の関係

を集成 し、本テフラの年代を4世紀中葉と考えた。友廣

(1988)は 、渋川市の有馬遺跡の考古資料を検討し4世

紀初頭 とした。能登 (1983)、 能登 (1989)は古墳や

住居 とテフラの関係から4世紀中葉あるいはそれに近接

した第二四半世紀 と考えた。友廣 (1992)土器編年の

年代観から3世紀後半代と考え、新 しくも4世紀初頭 と

した。

その後、考古学的な年代観は4世紀中葉説を準拠する

傾向とな り、新井 (1993)は 根拠を明示 しないまま、

本テフラの年代を4世紀中頃とした。若狭 (1998)`よ、

4世紀中葉 とした年代に準拠することは誤 りであると

し、 3世紀に遡る可能性を指摘した。

榛名有馬テフラは、町田ほか (1984)に より、渋川

市の黒井峯遺跡 3号墳の周堀から検出され、同古墳の年

代から5世紀～ 6世紀初頭とした。

榛名ニッ岳渋川テフラは、新井 (1979)が尾崎 (1966)

のニッ岳降下軽石の年代と尾瀬ヶ原の泥炭層の堆積速度

をもとに6世紀中頃～末とした。石川ほか (1979)は
6世紀前半 と考えた。能登 (1983)は、テフラの上下

から出土する土器の年代観を根拠に6世紀前葉ないし5

世紀末と考えた。右島 (1983)`ま 須恵器の年代観から

5世紀末から6世紀初頭 と捉えた。坂口 (1986)`よ、

前橋市の荒砥北原遺跡から出土 した考古資料をもとに6

世紀初頭 とし、能登 (1989)`ま これを踏襲 した。坂口

(1993)は 本テフラの降下年代を6世紀第一四半期とし

た。坂本 (1996)`よ 須恵器の年代観から西暦520～ 525

年 と考えた。中村ほか (2008)は、本テフラの火砕流

堆積物の炭化材からウイグルマッチング法による放射性

炭素年代測定を行い、本テフラの2σ の暦年代範囲を西

暦485～ 504年 とした。藤野 (2009)は本テフラが暦

年代で 5世紀末と想定された場合、 5世紀末から7世紀

の須恵器暦年代の調和性を述べた。

榛名ニ ッ岳伊香保テフラは、尾崎 (1961)|こ より6
世紀末 と考えられ、新井 (1962)は これを踏襲 した。

尾崎 (1966)は考古資料をもとに 7世紀初頭とし、新

井 (1979)は これを踏襲 した。石川ほか (1979)は
古墳の年代観から6世紀後半と考えたが、能登 (1983)

は土器編年から6陛紀中葉 とした。坂口 (1986)(よ、

遺跡から出土 した考古資料をもとに6世紀中葉とし、坂

2δ

口 (1993)は 6世紀第二四半期とした。

浅間B(天仁)テ フラは、荒牧 (1968)が放射性炭

素年代や史料の 「古史伝」をもとに1281年 (弘安 4年 )

の噴火記録に比定 した。山本 (1971)、 山本 (1975)

は平安時代の住居の覆土と女堀の土堤の層序関係をもと

に年代を推定し、史料の 「中有記」の記述に比定し、噴

火をH08年 (天仁元年)と した。新井 (1979)は、

山本 (1975)の 推定 した年代を引用 し、 H08年の噴

火 (天仁元年説)を支持 した。石川ほか (1979)`よ 11

世紀中葉の住居が本テフラと数センチメー トルの間層を

挟んで埋没したことを述べ、天仁元年説を支持 した。能

登 (1983)も 同様の見解を示した。

浅間粕川テフラは、早田 (1995)、 早田 (2004)が
史料の 「長秋記Jの記述に比定 し、 H28年 (太治 3年 )

の噴火とした。早川 (2010)は 、「長秋記」の解釈を行

い、粕川テフラに相当するBス コリア上部の噴火は、浅

間Bテ フラと同じ年のH08年 と考えた。

3.利根川扇状地とその周辺地域の更新統及び完新統の

層序

(1)前橋砂礫層

利根川扇状地は、早田 (2000b)が 呼んだ地形名で高

崎台地、前橋台地、伊勢崎台地 と井野川低地帯、広瀬川

低地帯から構成 される。この地形群の最下層は、新井

(1971a)、 新井 (1986)|こ より前橋砂礫層 と呼ばれた

利根川水系や鳥川水系の合成扇状地からなる河成堆積物

である。本層の厚さは数百メー トルに達すると考えられ

てお り、その上流の吾妻川と利根川合流部の河成段丘で

は、西伊熊礫層 (吉 田ほか2005)ゃ貝野瀬 H礫層 (竹

本2007)に その一部が対比される。早田 (1990)`ま本

層に対比される吾妻川の段丘礫層の頂部に浅間板鼻褐色

テフラ群の一部を認めてお り、それらは後述する前橋岩

なだれ堆積物に覆われる。

前橋砂礫層により形成された扇状地は、前橋岩なだれ

堆積物に覆われる以前に緩傾斜の扇状地 といった景観

(早 田1990)や広範囲に砂層が堆積する環境を伴い、前

橋北部や高崎西部を扇頂として自由に河道を変化させる

扇状地の景観 (吉 田2004a)な どが提示 されている。

また、吉田 (2004a)|こ 示 された断面図は、現利根川

流路に沿つて幅 2 kmほ どの緩やかな谷地形が認められ

る。これは、前橋岩なだれ堆積物に覆われる以前の利根

川流路に当たる可能性がある。これについては前橋岩な

だれ堆積物中に含まれる火山岩塊の分布について、これ

を示唆する資料を後述する。

関口 (2008)は 、前橋砂礫層が形成 した扇状地につ

いて、前橋岩なだれ堆積物に覆われる以前は、石器石材

の獲得場所 と狩 り場といった旧石器人類の石材及び食糧

資源の確保地を想定 した。しかし、現在までボー リング



資料等で扇状地に当時の離水域を示す風化火山灰土は確

認されていない。これは、扇状地に土壌が堆積するよう

な林や草地などの広が りがなかつたことを示 している。

当時の扇状地に流れる古利根川流路の河道地帯は、大

型動物の移動路や秋季のサケ・マス漁を想定 した漁労資

源地として有効だろう。ただし、扇状地の大部分は氷期

の冷涼な気候下で広大な荒廃地が広がっていたものと考

えられる。

(2)前橋岩なだれ堆積物

新井 (1967)、 新井 (1971a)1こ より前橋泥流堆積

物 と呼ばれた。これは浅間火山の黒斑山が崩壊 して形成

された岩なだれ堆積物 (早川 1991a)であ り、塚原土

石なだれ (早川2010)と 総称される堆積物群である。

本層に含 まれる材の放射性炭素年代は、24,000か ら

21,250y.BPの放射性炭素年代 (中 村ほか1997)、 (下

岡2010)を 示 し、浅間板鼻褐色テフラ群上部に堆積物

が流下 した層位があることから、推定暦年代は23.5千

年前である。

早田 (1990)は泥流堆積物中に水で流されたような

層理が認められないとし、早田 (2000b)は 火山岩塊ブ

ロックが前橋市総社付近でも見られることから、前橋台

地でも岩屑なだれの様相を残すとしている。早川 (2010)

は、塚原土石なだれが長野原町応桑で流れ山を残 したが、

多量の上砂が吾妻川に流入し、利根川を経て前橋で関東

平野に達 し、河床勾配が緩やかになつたため流速が衰え

堆積物が残されたとした。

なお、前橋岩なだれ堆積物は、利根川水系に流入した

渋川市付近の段丘で堆積物が流れる最中に地表を削剥し

なが ら流下 し、流れの接地部に強い剪断応力が生 じた

(吉 田ほか2005)、 (吉 田ほか2007)と の考えと下位層

を大きく削剥した り、流走中に衝突破壊 した大きなブロ

ックや大量の礫を取 り込むような流れではなかった (竹

本2007)と 考える二者間で論争が起きた。

前橋岩なだれ堆積物中には、火山岩塊の巨大ブロック

が含まれることが知 られている。中村 (2003)は烏り||

河床で川籠石、聖石、赤石と呼ばれている岩塊を認め、

聖石の長径は10m近いと推定した。利根川周辺では、前

橋市岩神町の岩神の飛石、敷島町のお艶ヶ岩等が知られ

ている。発掘調査で認められた同様の火山岩塊は、前橋

市搬島町の llt島川端遺跡、前橋市鶴光路町の西田遺跡、

佐波郡玉村町の福島大島遺跡などで発見された。梢島川

端遺跡 19区で発掘された岩塊は最大径 10mの溶岩塊で

あり、浅間板鼻黄色テフラを挟在する上部ローム層と黒

色土に被覆されていることから泥流丘と呼ぶことができ

る。同様の岩塊は西田遺跡でも検出され、浅間板鼻黄色

テフラを挟在する上部ローム層の被覆幅は水平距離で

30mに 達する西田遺跡の岩塊は、赤色の溶岩塊から構

成されるがその大きさは確認できなかつた。しかし、岩

関東14rr北西部、前橋堆積盆地の L部更新統から完新統に関わる諸問題

塊を覆う上部ローム層と黒色土の傾斜が大きいので、岩

塊は少なくとも20mに 近い大きさであると思われる。

このような岩塊や泥流丘は、現在の利根川や烏川沿い

に多 く発見されている。これは、他の場所に比べ河川の

浸食により露頭条件が良好であると考えることもで き

る。しかし、利根川沿いの発見例は、河川に関係ない遺

跡地下の 3例を含んだ 5例である。このような巨大岩塊

は、岩なだれ堆積物の運搬過程でその場所に堆積 したこ

とを考えると、現在の利根川流路の付近には前橋岩なだ

れ堆積物で埋められた谷地形が存在する可能性が示唆さ

れる。つまり、当時の流路が存在した谷を岩なだれ堆積

物の先頭部分が岩塊を運び、埋めながら流速を弱めて泥

流丘を残したのではないだろうか。

(3)元利根川礫層

新井 (1962)は、北群馬郡吉岡町付近の利根川沿い

で泥流堆積物の下位に利根川起源の礫層を認めた。同様

の砂礫層 は高崎市の井野川河床で も追跡 され、早 田

(1990)は この利根川起源の礫層上位に浅間自糸テフラ

を認めて、本層を元利根川段丘堆積物、早田 (2000b)

は元利根川砂礫層と呼んだ。本層は前橋市の元総社寺田

遺跡 (事 業団1996)の 地下 10mでボー リング資料によ

って認められ、陣場岩なだれ堆積物起源のラハール堆積

物に覆われている。本層は推定暦年代で23.0～ 21.0千

年前に堆積 し、この礫層は、井関 (1983)に より最終

氷期の最寒冷期に堆積した関東盆地の沖積層基底礫層に

比定されている。

本層は、厚さ4m前後の礫層で前橋岩なだれ堆積物が

利根川扇状地を覆つた以後に下刻した旧利根川により形

成 された谷を埋めた河成堆積物である。 これを竹本

(2008b)が 復元した谷はやや幅が広い流路である。

過去に発掘された遺跡の資料を参考にしてこの流路を

復元した。谷は約 2千年間で形成され、その時期は最終

氷期最寒冷期にあたる冷涼乾燥気候のもとである。その

ため現在よりも降雨量が少なく、河川が形成する谷地形

は現在の利根川の流路幅を越えない程度の箱形であつた

と想像できる。

流路は、前橋市総社、元総社町の元総社寺田遺跡付近

を経て、高崎市の日高遺跡 と新保田中村前遺跡の間を抜

け、高崎市上大類町の井野川と染谷川合流点付近を通過

し、井野川低地帯に至っていたと推定される。井野川沿

いでやや広めの流路が帯状に形成されたのは当時の榛名

火山南麓の水系が井野川に集約されていたためか、高崎

泥流堆積物が堆積する以前に烏川が井野川低地帯に流れ

込んでいたためかもしれない。

(4)陣場岩なだれ堆積物

新井 (1962)|ま 、北群馬郡吉岡町付近の利根川沿い

で利根川起源の礫層上位に泥流堆積物を認めた。

森山 (1971)は、榛名山南東麓の吉岡町陣場周辺に

2/~
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分布す る泥流丘 を陣場泥流丘群、その堆積物を陣場泥流

堆積物 と呼んだ。 また、堆積物中に上部 と下部のユニ ッ

トを認め、下部は青灰色の同一岩種の安山岩からなるこ

と、また一部に焼けて赤褐色を呈する火砕流堆積物とし

た。また、上部は下部の堆積物を覆う多種の安山岩礫を

含む泥流状の堆積物であることを述べたc

大島 (1972)`よ 森山と同様に泥流丘を伴う堆積物は

単一種のデイサイ ト角礫と砕粉から構成され、一部に赤

色の高温酸化を認めるも自然残留磁化方位が一定しない

などの特徴を持つことをllnら かにした。そして本層は溶

岩円頂丘が爆発的に破壊され、水の営力なしに山麓へ移

動 した堆積物だと考えた。

早田 (1990)は 、前橋市総社の利根川沿いに前橋岩

なだれ堆積物の上位に見られる泥流堆積物を認め、その

層位が浅間自糸テフラと浅問板鼻黄色テフラの間にある

こと、堆積物には岩塊相と基質相の組み合わせが見られ

ることから山体崩壊に伴う岩屑なだれ堆積物に山来 して

いると考えた。この堆積物は、榛名山東麓に分布する陣

場岩屑なだれに対比 し、その崩壊地は残されていないが

相馬山の一部が崩壊 したか、崩壊地を相馬山が覆ってい

ると考えた。

新井・矢口 (1994)、 矢口 (1996)は 榛名山南東麓

で陣場岩なだれ堆積物に伴うラハール堆積物を認め、そ

の層位が浅間自糸テフラと浅間大窪沢 1テ フラの間にあ

ることを明らかにした。陣場岩なだれ堆積物、相馬山溶

岩、陣場岩なだれ堆積物のラハール堆積物の時代は、推

定暦年代で205～ 195千年前であるc群馬県地質図作

成委員会 (1999)は、本堆積物を陣場岩屑なだれ堆積

物 と呼び、年代に関しては新井・矢日 (1994)を 踏襲

した。

竹本 (2008a,b)は 、榛名山東麓で陣場岩屑なだれの

層位が浅間大窪沢 1テ フラと浅間板鼻黄色テフラの間に

あることを示 してお り、新井・矢日 (1994)の層位を

修正 したが、両者の間に層準の認定に関しては決着を見

ていない。

北群馬郡榛東村から吉岡町にかけて建設が進められて

いる県道高崎渋川線高崎渋川バイパスの工事現場では、

陣場岩なだれ堆積物の岩塊が露出し、浅間板鼻黄色テフ

ラを挟在する上部ローム層に被覆されていることを確認

したcま た、このプロックは大 きさが 10m前後の青灰

色安山岩溶岩から構成され、一部に高温酸化が認められ、

森山や大島の観察を追認できた。陣場泥流堆積物は、山

体崩壊に起源をもつ陣場岩なだれ堆積物と呼ぶのが適当

である。

陣場岩なだれ堆積物の起源については、相馬山溶岩円

頂丘付近の地形に供給源が考えられること、岩なだれ堆

積物中の本質岩塊が相馬山の溶岩に類似すること、岩な

だれ堆積物に含まれる多種の安山岩や火砕岩類が榛名山

2θ

上野平から吾妻山付近の外輪山を構成する火砕物に類似

することが明らかである。竹本 (2008b)は 相馬山と

ニッ岳周囲に供給源を示唆するような図を提示したc

水沢山頂から相馬山とニ ッ岳周辺の地形観察を行うと

広い緩傾余1地 と崩壊壁と考えられる崖線が観察される。

渋川市伊香保町の森林公園から上野平に至る平坦地の

表層は、ニッ岳形成期の堆積物に覆われているが、船尾

滝上流のウツボ沢付近の露頭には不洵汰の安山岩角礫か

ら構成される堆積物が認められる。これらは、陣場岩な

だれ堆積物を形成 した崩壊地の崖錐堆積物か もしれな

いcま たウツボ沢の北に見 られる標高950mと 1000m
以 ヒの小起伏地は、崩壊ブロックの一部ではないだろう

か。現在のところ露頭条件が良 くないので詳細な岩相を

観察できないのが残念である。

この 3 kJの 緩傾斜地は崩壊地の底部だと仮定すると、

崩壊地の崖線はオンマ谷東南縁の尾根線から森林公園ま

でと松之沢峠から磨墨峠を経て相馬山溶岩に接するまで

の間が想定される。二つの崖線間は相馬山溶岩が覆つて

いると考えられる。

陣場岩なだれ堆積物の起源について以下に仮説を提示

する。岩なだれ堆積物は205か ら200千年前の最終氷

期の最寒冷期に形成され、その層位は、浅間自糸テフラ

と浅間大窪沢 1テ フラの間と考える。竹本 (2008)は

陣場岩屑なだれと同時期に赤城山麓で福蔵寺泥流の堆積

を認め、これらが同時期の地震による山体崩壊の産物で

あると考えた。

最初に御陰火山礫層 2(竹本2008b)の 噴火が起こり、

その後に相馬山付近からデイサイ ト溶岩が噴出した。溶

岩 ドームが外輪山を覆い、地震活動によって ドームと外

輪山を構成する山体が崩壊 した。外輪山を構成する中期

更新世の火砕物は、岩なだれ堆積物の基質相とな り、高

温を保った溶岩 ドームの一部は岩塊 となつて泥流丘を構

成 した。このとき小規模な熱雲堆積物が発生 した可能性

があるc東麓に流 ドした岩なだれ堆積物は、元利根川礫

層を形成 した利根川流路を埋積した。その場所は岩なだ

れ堆積物 と礫層の直接の層位関係を見ることができる前

橋市総社付近及びその以北と考えられる。このイベント

で利根川流路は赤城火山麓縁に追いゃられ、下刻 しなが

ら流路を整え、広瀬川低地帯を形成 した。

崩壊の直後、崩壊地の中央には火道が現れ、す ぐさま

溶岩 ドームが再構築された。この活動によって相馬山と

その東方に二つに峰が分かれた溶岩 ドームが形成 され

た。山麓に堆積 した岩なだれ堆積物は広大な荒廃地を形

成し、山麓縁にラハール堆積物を供給 したが、浅間大窪

沢テフラ2降下期には高崎市福島町付近の南麓で離水が

はじまり上部ローム層が堆積 した。

(5)広瀬川砂礫層

新井 (1971a)は、広瀬川低地帯の表層を構成 し、前



橋泥流堆積物より上位にある利根川起源の砂礫層を広瀬

川砂礫層と呼んだ。砂礫層の層厚は10m前後と考えられ、

その層位は陣場岩なだれ堆積物以降から現在の河床堆積

物までと考えることができる。また中世において利根川

が現在の流路に移動 してからは、桃ノ木川や広瀬川の河

成堆積物が表層の砂礫層を構成しているものと思われる。

(6)前橋泥炭層

新井 (1962)、 新井 (1964)は 、前橋市の利根川右

岸を模式地に上部ローム層下半部が水成堆積し、板鼻褐

色浮石層の上下に泥炭から泥炭質粘土を認め、前橋泥炭

層と命名した。また新井 (1971a)は 、前橋泥流堆積物

の上位から表土までを水成上部ロームとして中部に見ら

れる泥炭質粘土シル ト層を前橋泥炭層と呼んだ。日1中 ほ

か (1980)は高崎市綿貫町の群馬の森で地下地質を対

象に前橋泥炭層の層序を明らかにした。辻・木越 (1992)

や辻ほか (1985)は、前橋泥炭層に4層の軽石質火山

灰を認め、MB-1、 2を 浅間板鼻黄色テフラに対比 し、

MB‐ 3と MB-4を浅間火山起源のテフラとした。

早田 (1990)は浅間自糸テフラの上位に砂層を挟ん

で発達 し、浅間板鼻黄色テフラを境に下部の泥炭層と上

部の黒泥層に区分 した。また早田 (2000b)は 、本層

が浅間大窪沢第 1テ フラの降灰後に前橋台地の広い範囲

で形成されたとしている。

なお、前橋泥炭層の古環境復元は、新井 (1962)、 田

中ほか (1980)、 辻ほか (1985)、 の花粉分析や中島

(1985)の 珪藻分析、杉山 (1993)の 植物珪酸体分析、

辻本ほか (1996)の 埋没林の古環境復元、林 (1994)

及び林 (1996)の 昆虫分析、矢日 (2001b)の 縄文草

創期遺物包含層の分析などがある。

前橋泥炭層とは、高崎泥流堆積物や総社砂層に覆われ

るまで利根川扇状地で形成された低湿地堆積物である。

しかし、黒色で木分解質の植物を含む泥炭の層相を示す

層準と分布範囲は限られ、その多 くは黒色の泥炭質シル

トか黒色泥層である。特に前橋台地の南部地域では本層

の発達が悪 く、薄い黒色泥層が浅間板鼻黄色テフラ直下

に見られることが多い。

典型的な泥炭質堆積物は、現在の利根川沿いに前橋市

総社から前橋市六供町までの露頭に多 く見られ、浅間板

鼻黄色テフラ直下の層準で発見されたIIT_没林は前橋市総

社の利根川沿いと前橋市元総社田∫の元総社寺田遺跡 (事

業団1996)、 前橋市中内町の中内宮前遺跡 (2003)な

どで発見されている。このことは、前橋岩なだれ堆積物

堆積後の低湿地は、前橋扇状地に広がっているが泥炭を

堆積させるような沼沢地的な環境は元利根川礫層を堆積

させた谷沿いに多く見られることを示唆する。

つまり陣場岩なだれ堆横物で埋積され残った一部の谷

は開析を受け、低地が形成されて針菓樹林と湿地が広が

ったのではないかと考えられる。このような場所では、

関東平野北西部、前橋堆積盆地の上部貞新統から完新統に関わる諸問題

前橋岩なだれ堆積物と陣場岩なだれ堆積物により繰 り返

された荒廃した環境のなかで比較的に安定した植生環境

が提供されたのではないかと思われる。当時の旧石器人

類や縄文人がこうした植生をどのように活用 したのか、

今後は遺跡の発見を含めた検討が必要である。

(7)高崎泥流堆積物

高崎台地 (新 井・矢口1994)、 (群 馬県地質図作成員

会 1999)と 呼ばれる高崎市街地が立地する台地ゃ井野

川低地帯には時代未詳の泥流堆積物が見られ、田中ほか

(1980)は 、群馬の森の地下と烏川沿いで前橋岩なだれ

堆積物の上位に未詳の泥流堆積物を認めG層 と呼んだ。

石坂 (1985)は高崎市の上並榎南遺跡で軽石流堆積層

を認め、本層が普通輝石安山岩質の軽石を含む円礫や流

本を含む軽石流であり、層厚は10m以上とした。

早田 (1990)は井野川flt地帯で元利根川礫層の上位

に泥流堆積物を認め井野川泥流堆積物 と呼んだ。また、

本層は、浅間白糸テフラの上位に層位があると考え、陣

場岩屑なだれに対比されると考えた。

新井ほか (1993)`よ 、高 1奇 市街が立地する前橋台地

の南西部や井野川低地帯にみられる泥流堆積物は、浅間

板鼻黄色テフラの上位にあ り、九十九川や増田川の上流

に分布が追えることを明らかにし、高崎泥流堆積物 と呼

んだ。また、その起源は群馬県西部の山地で起こつた斜

面崩壊によって形成されたと考えた。

早田 (2000b)は 井野川泥流堆積物を浅間火山起源

の小諸第 2軽石流堆積物が、大規模な泥流となつて鳥川

沿いに流れ くだつたと考えた。

中村 (2003)は 、井野川低地帯に分布する早田 (1990)

の井野川泥流堆積物が高崎泥流堆積物と同一のものであ

ることを指摘 し、またその分布は烏川中流の高崎市上室

日1町で も認められるとした。このことは高崎泥流堆積物

の起源が群馬県西部に広域にあることを意味し、発生要

因が榛名山南西麓から秋間丘陵付近で起こった地震であ

ることを示唆した。同様に烏川流域の高崎市中里見原遺

跡・中川遺跡でも高崎泥流堆積物が分布することを津島

・岩崎 (2009)は 指摘 した。大塚ほか (1997)(ま鳥川

中流域で地震による液状化跡を報告 し、浅間板鼻黄色テ

フラの液状化を認めてお り、地震による高崎泥流堆積物

の発生を示唆した。竹本ほか (2008)は、高崎市西部

に分布する深谷断層系の活動履歴を目的に採取 された

GS― TKlコ アの層序を再検討したが、火山活動 と深谷断

層による履歴や評価は慎重に行う必要があると述べた。

高崎市の上佐野樋越遺跡 (事業団2002)の 高崎泥流

堆積物下の泥炭層からはH,810± 70y.BPの放射性炭

素年代力S得 られているという (1:1田 2003)。 しかし、 こ

のような記述は発掘調査報告書に見当たらない。本層の

屑位は浅 FHl板 鼻黄色テフラの上位にあり、放射性炭素年

代及び田中ほか (1980)力 S示 した高崎泥流堆積物直下
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の冷温帯を示す古植生の年代を勘案すれば、本層の推定

暦年代は16.0～ 15.5千年前である。

早田 (2003)`よ 、井野川泥流堆積物は高崎泥流堆積

物に連続する可能性が高いことを指摘 し、得られた放射

性炭素年代から、高崎泥流堆積物は浅間火山の第 2軽石

流堆積物に関係した火山泥流堆積物の可能性を示唆した。

しかし、早川 (2010)は、浅間火山南麓でみられる

第 2軽石流堆積物は平原火砕流堆積物から発生 したラハ

ール堆積物と考えてお り、浅間火山軽石流期の大規模噴

火について、平原火砕流堆積物 1回 のみの噴火だったと

考えた。また、竹本 (2008a)`ま高崎泥流堆積物に軽石

流の堆積様式を示す証拠はなく、早田 (2000b)の 可能

性に対 して浅間火山の小諸第2軽石流堆積物は、その分

布が烏川上流域の脊梁山地の東側に及ばないことを述べ

た。

(8)行幸田岩なだれ堆積物

大島 (1986)は水沢山麓に岩屑なだれ堆積物をみと

め、行幸田泥流堆積物 と呼んだ。新井・矢口 (1994)

は、水沢山溶岩の火砕物を覆う黒色土中に浅間宮前テフ

ラを認め、被覆 した黒色上の層位やテフラの年代から行

幸田岩なだれ堆積物 と水沢山溶岩の年代を90～ 100千

年前 と考えた。群馬県地質図作成委員会 (1999)は 、

本堆積物を行幸田岩屑なだれ堆積物と呼び、年代に関し

ては新井・矢口 (1994)を踏襲した。

中束 (2005)は渋川市の諏訪 ノ木 V遺跡 (事業団

2005)で行幸田岩なだれ堆積物の崖錐堆積物を覆う黄

色土から縄文時代草創期遺物の出土を報告 した。この考

古資料の年代は推定暦年代で 15.0千年前のものと考え

られ、行幸田岩なだれ堆積物の年代と考えたい。

水沢山とその背後にある外輪山には、溶岩円頂丘に沿

う馬蹄形の地形が認められる。しかし、水沢山の山麓で

は、水沢山溶岩に伴う火砕流堆積物や降下軽石などの堆

積物は見つかつていない。これらのことからこの地形は

地震や火山活動による斜面崩壊で行幸田岩なだれ堆積物

を生んだ崩壊地であり、爆裂火口ではなさそうだ。水沢

山溶岩がこの凹地に噴出した時期は不明な点が多いが、

前橋市の元総社寺田遺跡周辺でこの噴出物起源と思われ

るラハール堆積物が見つかつている。

(9)徳丸ラハール堆積物

矢日 (1999b)及 び矢日 (2001a)は、前橋市の徳丸

仲田遺跡 (事 業団2001)で浅間板鼻黄色テフラの上位

にラハール堆積物を認め、徳丸ラハール堆積物と呼んだ。

この堆積物は、浅間板鼻黄色テフラと縄文時代草創期遺

物包含層及び浅間総社テフラの間にあることから推定暦

年代で 150千年前 と推定される。徳丸仲田遺跡で見つ

かつたラハール堆積物は、層厚30～200cmの 黄灰色～灰

色火山灰質シル ト～粘土層からな り、 10～ 5 cm大 の複輝

石安山岩質の軽石礫を含んだ火山灰質砂～砂礫層から構
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ス11 前橋台地周辺の地形面区分図

図2 遺跡 と露頭の位置

成される。軽石の最大径は30cmに 達す るものがあ り、

浅間火山の平原火砕流を起源とする軽石質火山礫が、吾

妻川から利根川水系を経て運搬されたものであろう。

同様のラハール堆積物は、前橋市の中内村前遺跡や前

田遺跡でも確認できる。そして伊勢崎砂層 (新井 1971a)

にも平原火砕流堆積物の起源の軽石が多 く含まれている

ことから、この堆積物と連続する可能性がある。

徳丸ラハール堆積物は、浅間火山から吾妻川と利根川

水系が運搬した堆積物であるが、平原火砕流と浅間板鼻

黄色テフラの噴出から1.0千 年程度の期間が経過 してか

ら堆積 したものと思われるが、その成因は明らかでない。

浅間板鼻黄色テフラの上位には、地震が成因となつた

可能性がある高崎泥流堆積物や行幸田岩なだれ堆積物が

見られ、赤城山麓には赤城津久田泥流 (竹本2007)と

呼ばれる斜面崩壊による堆積物が認められる。

(10)総社砂層

前橋台地の西部に位置する利根川右岸の前橋泥炭層上

位には砂層が見られ、早田 (1990)(ま これを総社砂層

と呼んだ。これは、新井 (1971a)の 水成上部ローム

の上半部に相当し、前橋泥流堆積物上の湿地性堆積物と

考えられたものにあたる。早田 (1990)は前橋台地の

模式地の総社砂層は5mを超えるとされ、その層位は浅
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間総社テフラ降下後の縄文時代早期から前期 もしくは後

期までに場所ごとに堆積したと考えた。また、その分布

は、相馬ヶ原扇状地の一部に見られる新しい扇状地に広

がる可能性を示唆し、赤城山南麓の宮川流域の谷を埋め

た堆積物 も一連の堆積物である可能性を示 した。

新井・矢口 (1994)は、榛名山麓東南麓から前橋台地

に分布する前橋泥炭層上位の砂層を元総社ラハール堆積

物と呼び、榛名火山の噴火による堆積物と考えた。また

その時代は縄文時代前期から中期にかけての時期 とし

た。日本第四紀学会におけるこの発表には、「同時期に

南関東で同じような現象が各地で見られる。火山活動に

よる地域的なものか検討が必要ではないか」との意見が

寄せ られた。矢口 (2001a)は 、元総社ラハール堆積

物の分布が前橋台地の北半部にのみ見られることから、

前橋台地を合成扇状地 として、前橋岩なだれ堆積物と前

橋泥炭層により構成される前橋台地 1面 と元総社ラハー

ル堆積物により構成される前橋台地 2面に区分 した。ま

た、元総社ラハール堆積物の層位を浅間E(浅間六合 )

テフラの上位とし、縄文時代前期末と考えた。

早田 (2003)|ま、新井・矢口 (1994)を 引用しなか

つたが、総社砂層の直下に草津白根熊倉テフラを認め、

模式地 とその周辺 に広 く認め られ る総社砂層 は、約

5000年前頃に堆積を開始 したと考えた。また、その要

因については榛名火山の大規模な崩壊を認めながらも火

山活動のほかに他の地域でも同様の堆積物が認められる

ことを示唆した。

(11)前橋台地層

矢口 (2001b)|ま 、前橋台地に分布する表層を構成

する砕屑性堆積物を前橋台地層と呼び、浅間Bテ フラを

境界にシル トや粘土質堆積物からなる下部層と砂質堆積

物から構成される上部層に区分した。前橋台地層は、表

層土のMbOか らMbHま で細分され、テフラや埋没土壌

帯を層序に組み込んだ。なお前橋台地層の下位は元総社

ラハール堆積物からなる。

4.遺跡に見 られる堆積物の層序

(1)高崎台地 とその周辺

前橋台地周辺の地形面区分図 (図 1)、 遺跡の場所

(図 2)、 前橋扇状地及び周辺地域で発掘された遺跡の層

序 (図 3)を示す。これらから記述する遺跡が立地する

地形面は矢口 (2001b)の 地形区分を使用した。

安中市の古屋遺跡群 (安 中市教育委員会2004)は、

九十九川の谷底平野に位置する。遺跡には古屋第 1泥流

堆積物がみられ、その層位は堆積物に浅間板鼻黄色テフ

ラが含まれることから、これより上位でかつ浅間総社テ

フラに対比される可能性が高いテフラの下位である。安

中市教育委員会所蔵の露頭写真を観察する機会を得た

が、この堆積物は高崎泥流堆積物である。

関東平野北西部、前橋堆積盆地の上部更新統から完新統に関わる諸問題

新井ほか (1993)は、古屋遺跡群が見られる谷底低

地よりも高い九十九川右岸の段丘上にも高崎泥流堆積物

の分布を認めている。このことは高崎泥流堆積物が高崎

台地周辺で観察される台地と井野川低地に堆積面の頂面

高度を異にして分布する地形的な特徴と同一である。

また、古屋第 1泥流堆積物の上位には高橋テフラ (古

環境研究所2004)と 仮称された浅間Eテ フラに対比 さ

れる可能性が高いテフラを含む黒色土を挟んで古屋第 2

泥流堆積物がみられる。この堆積物 も浅間火山起源のテ

フラを多 く含んだ下位の古屋第 1泥流堆積物 と層相が似

た堆積物であり、その層位は総社砂層の元総社ラハール

堆積物に相当する可能性が高い。

なお、古屋遺跡群の隣接地でも高崎泥流堆積物が認め

られ (林 ・島津2005)、 九十九川上流にみられる安中市

の小日向遺跡群 (安 中市教育委員会2010)|こ も谷底平

野には占屋遺跡群と同様に古屋第 2泥流堆積物が分布 し

ているらしい。月ヽ日向遺跡群では古屋第 2泥流堆積物の

上位にみられる最 も古い遺物は、縄文時代中期の加曽利

E式 の上器が見られることから、古屋第 2泥流堆積物の

推定暦年代は5.5～50千年前と考えたい。

高崎市中里見町の中里見遺跡群 (事業団2000)は、

榛名川右岸の沖積低地の氾濫原に位置している。下位泥

流堆積物 (古環境研究所2000)と 呼ばれた堆積物は、

早田 (1990)の井野川泥流堆積物に対比される可能性

が示されたが、その層位は浅間火山起源の鉱物組成を示

し、上位に浅間総社テフラ見られることから高崎泥流堆

積物に対比される。中里見中川遺跡 4区で認められた下

位泥流に含まれる木材は、 12,060± 230y BPの放射性

炭素年代を示す。中村 (2003)|ま 高崎泥流堆積物の分

布を榛名川左岸の高崎市中室田町の中村天神に認めてお

り、これらは一連の堆積物と考えられる。

中里見中川遺跡では、下位泥流堆積物の上位に浅問起

源のテフラを共在する黒泥を挟んで上位泥流堆積物が見

られる。テフラの下位からは9,180± 180y.BPの年代

が得られ、このテフラは浅間宮前テフラに対比される可

能性が高い。上位泥流堆積物の被覆土からは縄文時代中

期の遺物が出土 してお り、上位泥流堆積物の推定暦年代

は、105～ 50千年前と推定される。この泥流堆積物は

早田 (1990)の総社砂層に相当する堆積物であると思

われる。

高崎市の上佐野樋越遺跡 (事 業団2002)は、鳥川左

岸の高崎台地に位置 している。早田 (2003)ιま遺跡の

高崎泥流堆積物の直下の泥炭層からH,810± 70y.BP

の放射性炭素年代を得たとし、その年代から高崎泥流は、

浅間総社テフラよりも下位にある浅間第 2軽石流堆積物

に関係 した火山泥流堆積物である可能性を示唆した。

高崎市の大道東遺跡は高崎台地に位置し、早田 (2003)

は井野川泥流堆積物の上位に浅問総社テフラを認め、そ

θf
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図3 前橋扇状地及び周辺地域で発掘された遺跡の層序
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の L位 に見 られ る青灰色粘 十層の直下の泥炭層か ら

8,970± 70y BP放射性炭素年代を得たとした。この堆

積物の上位には浅問Eテ フラと見 られるテフラが見られ

ることから、黒泥層に挟 まれた粘土層の推定暦年代は、

10.5～ 60千年前 と考えられる。早田 (2003)は この

ような堆積物を榛名山の大規模な山体崩壊に由来する可

能性を示しながら温暖化に伴う降雨の増加によって土石

流や洪水が発生するようになったことを述べた。

(2)前橋台地 とその周辺

高崎市の新保田中村前遺跡 (事 業団1993)は 、染谷

川沿いの前橋台地 H面に位置している。遺跡の地下には

下位より前橋岩なだれ堆積物、黒泥、元総社ラハール堆

積物が見られ、黒泥から4,120± H Oy BPの放射性炭素

年代を得られた。 1993年 に行われた発掘調査でこの層

序を直接確認 した。元総社ラハール堆積物は、染谷川の

自然堤防を形成 し、元総社ラハール堆積物の上位には埋

没谷を埋めた砂層や黒泥などの堆積物がみられ、3,030
±80y BPか ら2,090± 90y BPの放射性炭素年代が得

られた。

このことは自然堤防形成を伴った前橋台地 H面 は50

千年前に形成され、それ以降に河川の河刻により谷が形

成され縄文時代後期から晩期にかけて谷の埋積が進んだ

ものと思われる。

高崎市の菅谷石塚遺跡 (事業団2003)は 、井野川と

染谷川の中間にある前橋台地 H面に位置している。遺跡

では陣場岩なだれ堆積物が認められ、その上位に浅間大

窪沢 1、 2、 浅間板鼻黄色テフラが検出された。この遺

跡では陣場岩なだれ堆積物の層位が浅間自糸テフラとこ

れらのテフラの間にあるとした新井・矢口 (1994)の
層序を追認でき、竹本 (2008a,b)の 層序と矛盾するこ

とが明らかになった。浅間総社テフラの上位には砂層な

どの堆積物がみられ、9,910± 70y BPの 放射性炭素年

代が得られた。このことから浅問総社テフラと浅間Cテ

フラの間に見られる水成層は総社砂層に対比されている。

前橋市の元総社西川遺跡 (事業団2003)は、染谷川

右岸の前橋台地 H面に位置している。遺跡では浅間総社

テフラの上位に谷を埋めた 2層 の堆積物が認められ、下

位層からは9,910± 70y BPの 放射性炭素年代が得られ

た。また上位の谷を埋めた水成堆積物の上位には浅間E
テフラに対比される可能性があるテフラが認められ、こ

れらの水成層は総社砂層に対比されている。また、菅谷

石塚遺跡や元総社西川遺跡では水成堆積物を覆う黒色上

から縄文時代中期加曽利E式 の遺物包含層が見 られるこ

とから、これら一連の堆積物の年代が50千年前より新

しくなる可能性はない。

高崎市の冷水村東遺跡 (事業団1998)は 、染谷川右

岸の前橋台地 H面に位置している。遺跡では浅間板鼻黄

色テフラの上位に黒色土を挟んで砂礫やシル トなどの水

θイ

成堆積物が見られる。黒色 11か ら(よ 9,630± 60y BPの

放射性炭素年代が得られ、水成堆積物は、総社砂層に対

比されている。古環境研究所 (1998)は、これらのこと

から総社砂層の堆積開始年代をこの放射年代に求めた。

前橋市の下東西清水上遺跡 (事業団 1998)`よ 、八幡

川左岸の前橋台地 H面に位置している。遺跡では浅問C
テフラの下位に黒色上を挟んで3層準の砂礫からなる堆

積物が見られる。黒色土からは下位より6,420± 60y BP、

5,190± 60y BP、 4,830± 60y BPの放射性炭素年代が

得られた。最上位に見られる砂礫層の下位に見られる黒

色土には浅間Eテ フラと思われるテフラがみられ、黒色

土からは縄文時代前期の諸磯C式の遺物包合層が見られ

る。また砂礫層を覆う黒色土からは力Π曽利E式 の遺物包

含層が見られる。これらのことから、この一連の堆積物

は、元総社ラハール堆積物を含む総社砂層に対比される。

前橋市の高井桃ノ本遺跡 (大友町西通線遺跡調査会

1999)及 び高井桃ノ本Ⅲ遺跡 (事業団2006)は、八幡

川と牛王頭川の中間にある前橋台地 H面に位置している。

遺跡では浅間Cテ フラの下位に黒色土を挟んで 2層準

の砂層が見られ、黒色土からは浅間Eテ フラ、草津自根

熊倉テフラが検出され、上位の砂層の下底に接する黒色

土からは4,970± 60y BPの 放射性炭素年代が得られた

(占 環境研究所1999)。 黒色土からは諸磯C式、十二菩

提式、五領ヶ台式の縄文時代前期後半から中期の遺物包

含層が見 られ、大友町西通線遺跡調査会 (1999)`よ、

これらの堆積物を総社砂層に対比し、新井・矢口 (1994)

が上位の砂層を元総社ラハール堆積物に想定していると

述べた。

前橋市の稲荷塚道東遺跡 (事業団2003)は 、八幡川

右岸の前橋台地 H面に位置している。遺跡では浅問総社

テフラ、浅間宮前テフラに対比される藤岡テフラの上位

に水成堆積物が認められ、総社砂層に対比されている。

前橋市の元総社寺田遺跡 (事業団 (1996)は、牛池

川沿いの前橋台地 H面に位置している。遺跡には、浅間

板鼻黄色テフラの直下に埋没林が発見され、古環境復元

が行われた。また浅間板鼻黄色テフラ、浅間総社テフラ、

浅間宮前テフラの上位に砂層が認められ、砂層の上位に

は浅間D(吉岡)テ フラを認めた。

矢口 (1996)は、この砂層を総社砂層から分離 して

元総社ラハール堆積物として定義 し、縄文時代前期前半

と考えた。しかし、この堆積物の上部ユニットは、模式

地周辺の元総社ラハール堆積物に相当する可能性がある

が、砂層全体は総社砂層に対比することが妥当であると

考えられる。これにより矢口 (1996)の元総社ラハー

ル堆積物の呼称は撤回し、今後は総社砂層 (早 田1990)

で統一 したい。

元総社寺田遺跡から牛池川の_L流 に位置する前橋市立

元総社北小学校南の露頭は、現在は失われているc新井



・矢回 (1994)の 柱状図C地点にあた り、浅間板鼻黄

色テフラ、浅間総社テフラの上位と浅間宮前テフラの間

には灰色の火山灰質砂層が認められ、その砂粒は水沢山

溶岩によく似ている。これらは水沢山溶岩の噴出に伴う

ラハール堆積物である可能性が高い。これに対比される

砂層は元総社寺田遺跡や柱状図E地点 (前橋市問屋町の

八幡川沿いの露頭)で も認められ、推定暦年代は 13.5

千年前である。

前橋市の機島川端遺跡 (事業団 1997)ιよ、利根川左

岸の前橋台地 H面に位置する。遺跡には、浅問板鼻黄色

テフラ、浅間総社テフラの上位に砂層が認められ、総社

砂層に対比される。なお、隣接する公田東遺跡の総社砂

層中から材が出土し、3,330± H Oy BPの放射性炭素年

代が得 られた (群馬県埋蔵文化財調査センター所蔵資

料)。

(3)赤城火山南麓

上細井中島遺跡 (事業団2010)は 、赤城火山自川扇

状地の観音川右岸の台地に位置している。遺跡では浅間

宮前テフラを挟在する縄文時代早期撚糸文系稲荷台式土

器の遺構及び遺物包含層の上位に灰自色の火山灰質砂層

からなる水成堆積物が認められた。砂層の上位には黒色

土が見られ縄文時代前期有尾式及び十三菩提式の土器片

が出土 した。また黒色上の上位にも同様の砂層が堆積し、

縄文時代中期加曽利E式の遺物包含層や遺構が検出され

た暗灰色土に覆われている。

これらの砂層は観音川が形成した谷を埋めた同河川の

堆積物が周辺の斜面に及んだもので、その推定暦年代は

10.5か ら50千年前と考えられる。これらの砂層群は、赤

城火山山麓に見られる総社砂層に相当する堆積物である。

前橋市の二宮洗橋遺跡 (事 業団 1994)|ま、赤城火山

山麓扇状地の宮川右岸の台地に位置している。遺跡には

宮川が形成 した谷を埋める砂礫層と泥炭層などの水成堆

積物が認められた。泥炭層からは6,170± 150y.BP、

5,890± H Oy.BPの放射性炭素年代が得られた。砂層の

上位には黒色土が見られ縄文時代後期初頭の堀之内式土

器が出上 した。これらの砂層は宮川が形成した谷を埋め

た堆積物が周辺の斜面に及んだもので、その推定暦年代

は6.5か ら4.5千年前である。

前橋市の二宮洗足遺跡 (事業団 1992)は 、赤城火山

山麓扇状地の宮川左岸の台地及び谷底平野に位置してい

る。二宮洗足遺跡の低地部では宮川が形成 した谷を埋め

る砂層と泥炭層などの水成堆積物が認められ下位より榛

名八崎テフラ、始良Tnテ フラ、浅間板鼻黄色テフラ、

浅間総社テフラが認められた。泥炭層からは複数の放射

性炭素年代が測定され、珪藻や花粉、植物遺体などの古

環境復元を目的とした自然科学分析が進められた。

前橋市の二宮洗足遺跡の台地部では宮川が形成した谷

を埋めた堆積物が周辺の斜面に及んだもので、 2層準の

関東平野北西部、前橋堆積盆地の_L部 更新統から完新統に関わる諸問題

砂層からなる堆積物が見られる。下位の砂層の下からは、

縄文時代早期条痕文系土器を包含する黒色土が見 られ

た。砂層の間には縄文時代前期後半の諸磯B式及び十三

菩提式上器を含む黒色上が見られる。またこれらの堆積

物を覆う黒色土からは縄文時代中期終末の加曽利E4式
土器が出土した。これらのことから宮川の谷を埋めた砂

層から構成される堆積物の推定暦年代は75か ら45千
年前である。

前橋市の飯土井二本松遺跡は当事業団 (1991)|こ よ

り発掘調査され、赤城火山山麓扇状地の神沢川右岸の台

地に位置している。遺跡の地下には神沢川が形成 した4

層準の砂質土がみられた。砂質土の最下層からは、縄文

時代早期条痕文系土器の包含層が検出された。また砂質

上の間層からは縄文時代前期の黒浜式及び諸磯B式並び

に縄文時代中期阿玉台式の土器を含む遺物包含層がみら

れ、これらの砂質上の上位には縄文時代中期後半加曽利

E3～E4式 の遺構が認められた。これらの砂質堆積物は

神沢川が形成 した谷を埋めた堆積物が周辺の斜面に及ん

だもので、その推定暦年代は75か ら4.5千年前である。

伊勢崎市の五日牛清水田遺跡 (事 業団1993)は 、赤

城火山山麓扇状地の粕川の谷底平野に位置している。遺

跡には粕川が形成 した2層 準の砂質堆積物がみられた。

下位の砂質上の上位に見られる黒褐色土からは、縄文時

代前期初頭花積下層式土器の包含層が検出された。また

上位の灰自黄色シル ト層の砂質土の下位からは縄文時代

後期の堀之内式土器を含む遺物包含層が認められた。こ

れらの砂質堆積物は粕川が形成 した谷埋堆積物であ り、

その推定暦年代は10.5か ら7.5千年前及び35千年前以

降である。

これらの赤城火山南麓を流れる宮川、神沢川、粕川流

域の扇状地に見られる砂質堆積物は、伊勢崎市の波志江

中屋敷東遺跡 (事業団2002)の堆積物にも認められ、

その推定暦年代は5.5か ら5.0千年前である。

これらの堆積物は赤城火山南山麓の各地で 10.5千年

前から堆積を開始し、その間にみられる堆積休上期に地

域差があるが、概ね5,0千 年前頃にその堆積が収束 して

いる。これらの堆積物は赤城火山の山麓に見られる総社

砂層に相当する堆積物であると考えることができる。

5.議論

(1)高崎泥流堆積物の異なる二つの堆積面について

早田 (1990)は井野川低地を井野川泥流堆積物の堆

積面として捉えた。吉田(2004a,b)は 井野川低地を井野

川泥流浸食面の井野面として捉えたが、竹本(2008a)は 、

井野面に地形全体を削剥 した堆積物が見られないことか

ら、浸食面である可能性を否定した。

井野川低地の粕川沿いには、厚さ数mの砂礫層が分布

するが、これが井野川低地を面的に浸食したとは考えに
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くい。井野川低地の地形面は、高崎泥流堆積物の堆積面

であると考 えることが妥当である。安中市の九十九川流

域で も同 じ現象 がみ られ、 その標高差 は 10m以上 に達

する。このことから高崎泥流堆積物の堆積・運搬様式に

は流速の異なる二つの流れが存在した可能性がある。

高崎台地の各地で観察される高崎泥流堆積物は、軽石

と火山灰基質に富む軽石流によく似た層相と河川礫や砂

層を挟在 して成層した層相が観察できる。

高い頂面高度を呈する堆積物は、最初に比較的高速の

流れによって谷からオーバーフローして平坦な堆積面を

形成 した。その後に堆積物の速度が低下 して谷に低い頂

面高度を持った堆積面を形成 した。つまり水を含まない

岩なだれのような泥流堆積物と流水の影響を受けた二つ

の堆積物が存在したかもしれない。

(2)榛名山麓 と赤城山麓に見 られる総社砂層相当層に

ついて

群馬県中央部の第四紀編年において始めて詳細な完新

統の編年を行ったのは早田 (1990)で ある。赤城南面

から大間々扇状地、前橋台地にかけて完新世段丘の開始

期を鬼界アカホヤテフラ降下前の縄文時代早期末に求

め、縄文時代中期末に段丘化が起こったことを明らかに

した。また前橋台地縁に分布する扇状地末端の砂質堆積

物に注目し、総社砂層と呼んで関連する堆積物を検討し

た (早 田2003)。 この間に進んだ前橋台地周辺の発掘調

査、例えば前橋市の熊野堂遺跡 (前橋市埋蔵文化財発掘

調査団1988)ゃ飯土井二本松遺跡 (事業団1991)な ど

の調査成果は、総社砂層に関する多 くの情報を提供 し、

また各地の遺跡調査は沢山の放射性炭素年代を供給した。

現在の視点でみれば総社砂層及びその相当層は早田

(2003)が 注目したように利根川扇状地に広域に分布 し

ていることがわかる。また、それらの堆積物の堆積開始

期は、ほぼ一様であ り浅問宮前テフラの降下期で縄文時

代早期撚糸文期末の105千年前である。

この時期は、波志江中屋敷東遺跡の花粉分析によって、

亜高山帯針葉樹林が消滅しナラ林が成立 した時期 (古環

境研究所2002)|こ 当た り後氷期の急激な気候温暖化が

起 きた時期 (ボ レアルーア トランティック期)である。

かつて辻ほか (1985)は 、前橋泥炭層の浅問板鼻黄色

テフラを境にして、前橋台地周辺では亜高山帯針葉樹林

が衰退 しヨナラ亜属が急増すると同時にブナやスギ属の

増加が見られ、気候の急激な温暖化と湿潤化が進んだと

した。この時期は145千年前にあた り、すでに前橋台

地周辺の急激な温暖化はこの頃からはじまっていた。

尾瀬ヶ原では、泥炭層の基底が放射性炭素年代で 8千
年前に遡ることが明らかである (阪 口1989)。 この頃か

ら脊梁地域では、冬期の多雪化が始 まったと思われる。

またこの時期に対馬海流の日本海への本格的な流入や黒

潮の流入が進んだ (松 島1984)。

θδ

このことから総社砂層の形成要因となった気候の温暖化

は、冬期の多雪化や太平洋岸の湿潤化による降水量の急

激な増加だったのではないだろうかc降水量の増加で河

川の浸食・運搬作用が活発になると考えればこの地域の

気候変化と火山ヨントロール性地形発達の差が説明でき

る。

最終氷期の最寒冷期にあたる200千年前に榛名火山

の相馬山が噴火 し、岩なだれ堆積物により山麓に大規模

な植生破壊が起きた。岩なだれ堆積物を供給源にして山

麓からラハール堆積物が広がるが、 165千年前の浅間

板鼻黄色テフラ降下時には、扇状地が形成され、離水 し

て台地には森林の形成を伴って火山灰土が堆積 した。

しかし、岩なだれの泥流丘やその周囲の相馬ヶ原扇状

地は、ほとんどlLE生 が回復せず裸地化 していた可能性が

高い。その理由は、陣場岩なだれ堆積物の流れ山に分布

する上部ローム層の堆積状況が悪いことや榛名山東麓で

縄文時代前期までの黒色土が一様に薄いことなどが挙げ

られる。相馬ヶ原扇状地は、後氷期まで浸食作用が卓越

した場所であった可能性が指摘される。

こうした植生環境で 105千年前から降水量が急激に

増加 し、相馬ヶ原扇状地内の小河川の下刻と土砂の運搬

により山麓縁には総社砂層による新たな扇状地が形成さ

れた。降水量の変化は、増減を繰 り返 しながら5.0千年

前頃まで続いた。この頃に相馬ヶ原扇状地にも黒色上が

堆積 し、前橋台地でも黒色土が堆積 した。縄文時代中期

以降に、広い範 EIlで森林を伴う植生環境に変化 したのだ

ろう。

同じ現象は赤城山麓でも起きたが、榛名山麓に比べて

形成された扇状地の規模は極めて小さかった。赤城山麓

の総社砂層に相当する堆積物は、一様に自色や灰色砂質

堆積物で角閃石や軽石を含んでいる。これは、赤城火山

の総社砂層に相当する堆積物の供給源が80千年前に赤

城南麓に堆積 した大胡火砕流堆積物であり、その起源が

大胡火砕流の堆積面が浸食した谷であったからだろう。

赤城火山では最終氷期に火山活動が26か ら20千年前

頃に山頂カルデラ内で起こった。これは赤城小沼や赤城

血の池火日 (早 川 1995b)の 噴火であるが、山麓の植

生を破壊する規模のものではなかったЭ最終氷期に形成

された赤城南麓の自川扇状地は、28千年前の始良Tnテ
フラ降下後に離水 して火山灰上を堆積 した。後氷期の降

水量の変化によって新たに地形が浸食された範囲は、山

麓が森林によって保護されていたので限定された場所に

なった可能性が高い。

この二つの火山山麓での後氷期の扇状地形成の違い

は、その供給地が最終氷期に火山活動で植生破壊が起こ

つたかどうかの違いなのだろう。

また晩氷期にかけて平原火砕流堆積物による大規模な

植生破壊が進んだ浅間火山山麓は、平原火砕流の浸食が



認められるが、完新世における規模の大きな扇状地は形

成されなかつた。これは、この時期に大きな噴火がなか

った卓津白根火山も同様である。

浅問火山や草津自根火山の山麓では高原にクロボクと

呼ばれる黒色 上が堆積している。クロボク上の成因はサ

サなどの植生によるものだ。この地域は後氷期の降水量

の増加に対しネザサの植生に覆われて、裸地化や浸食が

進まなかつたのではないだろうか。利根川扇状地周辺は、

後氷期における冬期の多雪化のlil始 とともに冬から春先

の季節風が卓越する地域にも変化した。冬場の凍上作用

による火山灰土壌が、春先の強い季節風で移動 し、容易

に植生の回復が妨げたこともこの地の気候特性であるか

も知れない。

こうしてみると火山コントロール性地形発達をもたら

すイベン トは氷期 と問氷期のどこで起 こるかによって、

それがもたらす土砂の供給源が決定され、結果として火

山麓扇状地の発達の差になるのか も知れない。矢 口

(1999a)は 群馬県北部に分布する中期更新陛の火山灰

土と榛名火山山麓扇状地の関係を明らかにし、北西山麓

の火山麓扇状地がステージ13及 び Hに急激に形成され

たと考えた。群馬の裾野が広がる火山の風景は、東アジ

アのモンスーンに関係した、まさに風土が造ったものだ

ろうかc

(3)榛名山南麓における縄文時代の遺跡と総社砂層

前橋台地周辺の植生変化は花粉分析により明らかにさ

れた。しかし、花粉分析では降水itの詳細な復元は困難

だ。内陸の閉塞湖では、湖水準の変動が堆積物に記録さ

れていれば、降水量変動を知ることができる。

斎藤ほか (1999)は、諏訪湖底コアから過去9,500

年間に7回 の湖面沈降を伴う断層活動を認めた。この活

動によらない湖水変動は降水iξ の変化に伴うものだと考

えられた (福澤2006)。

諏訪湖の湖水準変動を降水量の変化と捉えると総社砂

層及び関連堆積物のIff積期は、概ね湖面の上昇期すなわ

ち降水量の増加期に一致する。

それは105千年前の浅間宮前テフラの降下期で縄文

時代早期撚糸文系稲荷台式「L器の時期。75千年前の縄

文時代早期末の条痕文系 L器の終末期。6.5千 年前の縄

文時代前期前半の黒浜式上器の時期。55千年前の縄文

時代中期前半の勝坂式土器の時期。そして40千年前に

埋積谷の下刻が一様に始まる縄文時代後期前半の堀之内

式土器の時期である。これらの時期を見るとおよそ1.5

から1.0千 年周期で降水量が増カロし、堆積物が山麓から

供給された可能性が見て取れる。

こうした降水量変動は、冬季積雪や夏季の梅雨や台風

等の活動を反映 していると考 えられ、 1.5千 年月期は

Bond cycleと 呼ばれ、北大 ljI洋 でジェラー ド・ボンド

|こ より発見された (Bondほ か1997)。 後氷期 1こ お (す る

関東平野北西部、前橋堆積盆地の上部更新統から完新統に関わる諸問題

気候変動の源は西部大西洋暖水域と東アジア夏季モンス

ーンがもたらす湿潤気候システムであると考えられ (福

澤2003)、 こうした汎地球的な気候変動が火山噴火によ

ってコントロールされた地形環境に作用 して完新世の扇

状地形成や遺跡の立地や形成に深 く関与 しているのだろ

う。

かつて遺跡の立地と諏訪湖の水位変動に始めて注目し

たのは藤森 (1965)で あった。藤森が述べた諏訪湖盆

遺跡の垂直分布図からは地震や降水量の変化により変動

した湖水準と遺跡分布の変化が読み取れる。

ところで榛名山東南麓は、縄文時代の遺跡動態が調べ

られた地域である (鬼形 1988)。 これによると縄文時代

早期に低調だつた遺跡数は、前期の黒浜期に急増 し諸磯

B期 に減少する。中期初頭の勝坂期はさらに減少するが、

加曽利E期 に急増 し、縄文時代後期には減少に転じてい

る。これを年代にしてみると遺跡の急増期は65か ら

6.0千年前の温暖期である縄文時代前期前半、5.0か ら

4.5千年前の中期後半である。この時期は降水量の減少

期で、おそらく山麓から供給される土砂量が減少 し、縄

文人が住まう森林が安定した時期なのだろう。

これと同様の傾向は南関東地域の海浜地域でも認めら

れる (松田2010)。 縄文時代早期前半の撚糸文系土器期

のH.5か らH.0千年前はプレボレアル期にあたる。温

暖化が進み降水量は減少 して森林が安定 したのだろう。

遺跡数は増加するが、早期中葉の沈線文系土器の時期で

ある10.5か ら9.0千年前に降水量が増加すると遺跡数が

減少 した。早期後半の条痕文系土器の時期である85か

ら75千年前はボレアルからア トランティック期に移行

し、降水量は減少 して森林が安定したのだろう。これに

より遺跡数は増加するが、早期末の75千年前には、再

び降水量が増え、外来からの上器の移動が増えるなど外

的な要因もあつて遺跡数は減少した。

前期前半の時期である70から6.5千年前は縄文時代

最温暖期で降水量 も増えた。海浜地域では海進が進み、

漁労活動が活発となり遺跡数が増加 した。前期後半の時

期の60から5.5千年前には降水量が減 り、海退期に転

じて海浜地域の遺跡数は減少 した。前期末に続いて中期

初頭の55から5.0千年前には降水量が増加 し、森林が

安定しないので遺跡数が増えなかった。しかし、中期後

半の時期の50か ら45千年前には降水量 も減 り、大規

模な環状集落が出現することにより遺跡数は増加 した。

中期末の4.5千年前には急激な気候の悪化があり環状集

落は崩壊 して遺跡数が減つた。

こうしてみると気候の温暖化のみならず、降水量の変

化と遺跡数の傾向はよく調和していることに気づ く。こ

れは当時の集落維持の要因が海浜地域や内陸河川の漁労

及び山地の森林から得られる採集食糧資源に依存 してい

ることが遺跡数増減の理由である。そのために降水量を

3/~
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指 標 と した気 候 変 化 と遺 跡 数 の変 化 に調 和 的 な相 関 が も

た ら され て い る もの と解 釈 で き る。
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Abstract

The Late Pleistocene―Holocene tephra distributed in 4ヽaebashi Basin are composed air foo‖  pyroclastics because Asama and Haruna
volcano around many volcanos

ln the analysis of the characteristics of old sOil and uncOnfOrmity,the tephras and tephric 10ess depOsits are intO three members as f0110v′
s:

Middle Loam,Upper Loam and Black Soil from below

The deposits distributed in an alluvial fan are into eleven members as fo1lo、 ハFSIMaebashi gravel,ヽ Iaebashi debris avalanche,MOtoTonegav√ a
gravel,Jinba debris avalanche,Hirosega、va gravel,A/1aebasi peets,Takasaki mud f10w deposite,Miyukida debris avalanche,Tokumaru lahar,

Sojya sand beds,h/1aebashidaichi beds and Overlying deposites from belov√

The formational period of alluvial fan depOsits in N/1aebashi basin、 Ⅳas directly affected by v01canic activities ln addition, the cycle of the
period、 vas similar tO the cuぃ ′e line Of climatic changes The numerical change of remains cycle sho、

ved the similarity tO the curve line of
clinlatic changes
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